
●
国
産
材
の
利
用
量

昭
和
30
年
代
（
1
9
5
5
～
１
９
６
4

年
）
は
和
歌
山
県
産
を
主
と
す
る
国
産

材
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

昭
和
40
年
代（
1
9
6
5
～
1
9
7
4
年
）

に
入
る
と
、
輸
入
材
の
利
用
量
が
多
く
な

り
国
産
材
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
輸
入
材
も
平
成
の
時
代

に
入
っ
た
頃
か
ら
使
わ
れ
る
こ
と
が
少
な

く
な
り
、
木
材
全
体
の
利
用
量
が
大
き
く

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
戦
後
の
復
興
期
（
昭
和

20
年
代
）
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
（
昭

和
30
～
40
年
代
）
に
か
け
て
多
く
の
木

材
が
必
要
と
さ
れ
、
国
産
材
が
大
い
に

利
用
さ
れ
た
た
め
、
林
業
は
盛
ん
な
産

業
の
1
つ
で
し
た
。
そ
の
後
は
不
足
し

た
国
産
材
を
補
う
た
め
に
、
安
価
な
輸

入
材
を
利
用
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

平
成
の
時
代
に
入
っ
て
景
気
が
低
迷
す

る
と
、
住
宅
を
建
て
る
人
が
減
り
、
木

造
で
な
い
建
物
が
増
え
た
こ
と
な
ど
が

原
因
と
な
り
、
需
要
は
減
少
。

こ
う
い
っ
た
背
景
が
あ
り
、
林
業

を
仕
事
と
す
る
人
は
減
っ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
現
在
は
、
自
然
を
相

手
に
す
る
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
取

り
組
む
人
も
増
え
て
き
て
お
り
、
平

成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
と
平
成
22

年
（
２
０
１
０
年
）
と
を
比
較
す
る
と
、

３
０
０
人
ほ
ど
林
業
従
事
者
数
は
増
え

て
い
ま
す
。

植栽

下刈り

除伐

間伐

主伐

適材適所で使用

バランスの
とれた状態

45 広報ありだがわ　2020.12


